






研究目的 

新生児黄疸における皮膚ビリルビンの意義については,種々議論されている。 

1)臨床的な面から皮膚の可視黄疸は新生児黄疸の程度判定法として有用であり,臨床的に

これまで利用されてきた。 

2)新生児黄疸の最も一般的な治療法である光線療法では,その作用機序において皮膚ビリ

ルビンが重要な役割をしていることは良く知られている。 

3)皮膚ビリルビンと血中ビリルビンとは通常一定の平衡関係で存在していることが，動物

ならびに新生児において確認されている。 

4)皮膚はビリルビンを積極的にとり込み,結合,貯蔵する作用を有する。加えてこの作用に

は飽和現象が認められることが動物や人の皮膚で証明されている。 

5)しかも皮膚に結合するビリルビンはアルブミンと結合していないビリルビン(遊離ビリ

ルビン)であることが指適されている。 

6)皮膚は核黄疸の発展に際して,防御的機構の一端をになっていると推論されている。これ

らの事柄は新生児黄疸において皮膚ビリルビンが重要な役割を有することを強く示唆して

いる。 

しかしこれまで臨床的な面からは十分に研究されていないその原因の一つは,皮膚ビリル

ビンを評価できる適切な方法がなかったことがあげられよう。我々がすでに基礎的ならび

に臨床的に検討してきた経皮的ビリルビン濃度測定法(ミノルタ黄疸計)は,非侵襲的にご

く簡単に,しかも短時間で皮膚ビリルビンならびに血中ビリルビン濃度を客観的な数値と

して評価できる機器である。我々は本測定法を応用して今後皮膚ビリルビンの動態ならび

に影響因子,とくに核黄疸との関連における皮膚ビリルビンの意義について研究すること

が目的である。今回はまず皮膚ビリルビン濃度測定値と血中総ビリルビン濃度ならびに核

黄疸の発症との関連において議論されている unbound bilirubin との関連について，日令

別に検討して両者の相関関係を研究する。 


